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東京電力福島第一原子力発電所事故による地下構造物コンクリートの汚染の模擬実験を行ってきた。Cs 吸着

性骨材を含有し炭酸化・乾燥したコンクリートの模擬モルタルを，実汚染を模擬し，海水に 1 日，炉心水と

海水の混合溶液に約 1 年，汚染水浄化により低濃度下した溶液に半年，それぞれ浸漬した結果を報告した。

さらに，汚染水除去と乾燥を模擬し，560 日間，室内乾燥させたところ，Cs と Sr の移動はわずかであった。 
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1. 緒言 

事故により放射能汚染したコンクリートの汚染機構の理解は，その処理処分に重要である。筆者らは東京

電力福島第一発現所の地下構造物コンクリートの汚染再現を念頭に，現実のコンクリートと汚染履歴を模擬

し，Csと Sr の移動を検討してきた[1]。現在、タービンピットから汚染水は除去され乾燥している。そこで，

前記検討に用いた試験体の残りを室内に放置し，Cs と Sr の移動を調べた。 

2. 測定と実験 

モルタルは阿武隈川角田市付近の砂利を粉砕し，普通ポルトランドセメントを用い，水セメント比 60％で

作製した。試料は 2×5×5 cm ブロックとし浸漬面以外を樹脂被覆した。一部の試験体は 3 mm を促進炭酸化さ

せた。浸漬条件は，Cs-137 と Sr-90 により標識した単純 CsCl/SrCl2溶液，事故直後の初期汚染水，海水 1 日浸

漬後に初期汚染水（履歴再現）を約 1 年（Cs/Sr 濃度はそれぞれ 3.5/10 µM）、その後、汚染水浄化により全イ

オン濃度が 1/100 に低下した長期汚染水に約半年浸漬した試料を，560 日間室内ドラフト内に静置した。 

表面線量率を GM 菅および NaI シンチレータにより計数した。浸透プロファイルは試料の深さ方向の切断

面をイメージングプレートに Cs-137/Sr-90 を一定濃度に添加したセメントペーストともに暴露し、画像解析

ソフトにより定量分析した。測定のたびに試料を切断し浸漬面の面

積は小さくなるため、表面線量率は試料重量で補正した。 

3. 結果 

全試料はドラフト内保管であり、放射能総量は変化するとは考え

にくい。NaI による Csのγ線計測では表面線量率は一定であった。 

図 1 に炭酸化乾燥モルタルを履歴再現条件で Cs 浸透させ、溶脱さ

せ、さらに乾燥した後の濃度プロファイルを示す。表面濃度が変化し

ているように見えるが、これは浸漬面に散在する Cs を特に吸着する

骨材位置を切断するかどうかに依存し、定量的な議論は難しい。浸透

深さはいずれの水準でも乾燥により大きな変化はなかった。 

Sr 浸透試料の浸透深さについても条件によらず一定であった。 
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図 1 履歴再現条件で Cs 浸透し長期

汚染水で溶脱させた炭酸化乾燥モルタ

ルの乾燥後の Cs 濃度プロファイル 
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